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べた,さ らに尿路結石の新 しい治療法と同様,尿 路結石の成
因の研究の成果が他の領域に応用される夢を語った.
経尿道的前立腺切除術 をめ ぐる問題:藤 田公生(浜 松医
大)経 尿道的前立腺切除をめ ぐるいくつかの点について,
特にその検討のアプローチない し結果の分析における認識上
の問題点を中心にとりあげて以下のように指摘し,また現在
開発されつつある種々な治療法についての展望を述べた.術
中の出血は時間依存性 といわれ,確 かにそのような現象を示
すが本質的には前立腺の大きさに依存 しているのでむやみに
手術時間の短縮を考えることはない;2群問の比較検定の有
意差というものは標本数に依存 して変化する;因果関係が実
際には存在する現象でも,それよりはるかに大きな影響をお
よぼす因子が他にあると検出できなくなる;術後血尿の濃い
時期には沈渣所見で白血球数が毎視野1-2個 程度でも膿尿
と考えるべきである;経尿道的前立腺切除術後の膿尿につい
ては種々なことがいわれているが,術後の感染が大 きく関与
している.
